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4
月
7
日
（
日
）
板
橋
区

立
文
化
会
館
を
メ
イ
ン
会
場

に
、
東
京
土
建
板
橋
支
部
第

68
回
定
期
大
会
を
開
催
、
組

合
員
1
4
0
人
・
来
賓
29
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
「
新
型
コ
ロ

ナ
」
が
5
類
に
な
り
、
コ
ロ

ナ
禍
前
の
経
済
活
動
が
本
格

化
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た

の
も
つ
か
の
間
、
世
界
的
な

紛
争
・
天
災
と
、
ゼ
ロ
金
利

政
策
の
影
響
に
よ
る
円
安
も

相
ま
っ
て
、
諸
物
価
・
ガ
ソ

リ
ン
価
格
の
高
騰
な
ど
に
よ

り
、
仲
間
の
仕
事
と
暮
ら
し

は
、
一
息
つ
く
間
も
な
く
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

今
こ
そ
、
物
価
上
昇
を
上
回

る
賃
上
げ
の
実
現
と
消
費
税

減
税
が
急
務
で
あ
る
こ
と
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
に
よ

る
増
税
や
、
マ
イ
ナ
保
険
証

強
制
導
入
と
こ
れ
ま
で
の
保

険
証
の
廃
止
を
止
め
る
闘
い

が
重
要
に
な
っ
て
い
る
こ

と
。
ま
た
、
日
本
を
戦
争
の

で
き
る
国
に
し
よ
う
と
す
る

動
き
に
対
峙
し
、
憲
法
9
条

を
守
る
運
動
の
重
要
性
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
7
月
7
日
投
開
票

の
東
京
都
知
事
選
挙
で
、
都

民
の
暮
ら
し
を
守
る
都
政
へ

の
転
換
が
呼
び
か
け
ら
れ
、

都
政
を
都
民
の
手
に
取
り
戻

す
た
め
に
活
動
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

「
建
設
ア
ク
シ
ョ
ン
運
動
」

の
一
層
の
前
進
と
、
地
域
の

多
数
派
結
集
の
た
め
の
「
強

固
な
組
織
づ
く
り
」
、
分
会

・
群
の
組
織
強
化
で
実
増
を

勝
ち
取
る
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

最
後
に
、
3
年
ぶ
り
に
支

部
制
定
歌
の
斉
唱
を
行
い
、

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

〈
新
四
役
〉

執
行
委
員
長

成
瀬
晃
一

副
執
行
委
員
長

遠
藤
真

副
執
行
委
員
長

林
賢
二
郎

副
執
行
委
員
長

下
山
金
光

書
記
長

小
林
宙

書
記
次
長

穴
澤
秀
康

晝
間
弘
之

竹
腰
隆
樹

森
千
恵
子

※
詳
細
は
5
月
号
で
報
告
し

ま
す

今
大
会
で
は
、
長
年
、
分

会
役
員
を
経
て
支
部
常
任
執

行
委
員
、
四
役
と
歴
任
さ
れ

て
き
た
山
本
清
志
さ
ん
（
舟

渡
高
島
）追
川
春
夫
さ
ん（
徳

丸
）
須
賀
朗
さ
ん
（
大
山
）

と
、
分
会
長
と
し
て
大
所

帯
の
分
会
の
運
営
を
担
っ

て
き
た
小
野
寺
浩
之
さ
ん

（
舟
渡
高
島
）
小
貫
勝
紀

さ
ん
（
徳
丸
）
が
退
任
さ

れ
ま
し
た
。

代
表
し
て
山
本
前
委
員

長
が
「
今
大
会
は
、
参
加

者
か
ら
多
く
の
意
見
や
質

問
が
出
さ
れ
、
活
発
な
大

会
と
な
っ
た
。
支
部
を
よ

く
す
る
た
め
に
た
く
さ
ん

の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
る
こ

と
は
と
て
も
良
い
こ
と
だ

と
思
う
。
分
会
の
協
力
な
し

に
は
支
部
の
運
動
は
成
り
立

た
な
い
。
自
分
も
分
会
に
帰

っ
て
か
ら
も
、
様
々
な
取
り

組
み
に
協
力
し
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
会

場
か
ら
は
大
き
な
労
い
の
拍

手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

3
月
31
日
（
日
）
、
桜
が

1
分
咲
き
の
中
、
石
神
井
川

に
架
か
る
中
根
橋
に
集
合

し
、
今
年
も
消
費
税
導
入
日

行
動
が
開
催
さ
れ
、

5
団
体
45
人
（
東
京

土
建
か
ら
31
人
）
が

参
加
し
ま
し
た
。

4
月
1
日
は
消
費

税
導
入
か
ら
35
年
の

節
目
を
迎
え
る
取
り

組
み
と
な
り
ま
し

た
。導
入
当
初
は「
福

祉
の
た
め
」
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
や
税
率
は
10
％
、
何
の
た

め
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
わ

か
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

中
板
橋
駅
ま
で
石
神
井
川
沿

い
を
練
り
歩
き
、
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
橋
の
上
で
ハ
ン
ド
マ
イ

ク
宣
伝
を
お
こ
な
い
、
花
見

や
買
物
中
の
方
へ
「
物
価
高

騰
の
今
こ
そ
消
費
税
減
税

を
」
と
訴
え
ま
し
た
。
行
動

全
体
で
は
ビ
ラ
を
5
3
2
枚

配
り
、
署
名
は
36
筆
集
ま
り

ま
し
た
。

東
京
土
建
本
部

常
任
中
執

上
原

誠

常
任
中
執

吉
川

豊

東
京
土
建
豊
島
支
部

副
執
行
委
員
長

遠
藤

正
行

東
京
土
建
北
支
部

副
執
行
委
員
長

宮
下

幸
則

東
京
土
建
練
馬
支
部

副
執
行
委
員
長

肥
野

信
彦

自
由
民
主
党

都
議
会
議
員

松
田

康
将

板
橋
総
支
部

高
橋

尚
久

公
明
党都

議
会
議
員

か
ま
た

悦
子

区
議
会
議
員

鈴
木
こ
う
す
け

〃

田
中

い
さ
お

民
主
ク
ラ
ブ

区
議
会
議
員

五
十
嵐
や
す
子

〃

お
ば
た
健
太
郎

日
本
共
産
党

区
議
会
議
員

小
林

お
と
み

〃

山
内

え
り

〃

竹
内

愛

〃

石
川

す
み
え

〃

小
柳

し
げ
る

〃

い
わ
い

桐
子

板
橋
区
労
働
組
合
連
合
会

副
議
長

溝
口

義
治

板
橋
区
職
員
労
働
組
合

委
員
長

帖
佐

真
澄

板
橋
社
会
保
障
推
進
協
議
会

事
務
局
長

金
崎

文
子

新
日
本
婦
人
の
会
板
橋
支
部

支
部
長

佐
藤

朗
子

板
橋
民
主
商
工
会

事
務
局
長

古
山

寿
樹

板
橋
生
活
と
健
康
を
守
る
会

会
長

加
藤

勝
治

城
北
法
律
事
務
所

弁
護
士

平
松
真
二
郎

中
央
労
働
金
庫
板
橋
支
店

支
店
長

中
崎

博
行

前
進
座演

技
部

清
水

麻
美

青
年
劇
場

俳
優

船
津

基

今
年
の
桜

は
ず
い
ぶ
ん

遅
い
な
あ
と

思
っ
て
い
た

ら
「
今
後
、

桜
は
咲
か
な

く
な
る
か
も

し
れ
な
い
」
と
い
う
情
報
も

聞
こ
え
て
き
て
心
が
暗
く
な

っ
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
心

配
も
つ
か
の
間
、
少
し
遅
れ

た
感
は
あ
っ
た
が
今
年
も
見

事
に
美
し
い
姿
で
私
た
ち
を

癒
し
て
く
れ
た
。
考
え
て
み

れ
ば
、年
々
開
花
が
早
ま
り
、

そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
の
か
と

話
題
に
な
り
、
さ
す
が
桜
、

話
題
性
は
ピ
カ
一
か
も
し
れ

な
い
▼
春
と
い
え
ば
、
大
手

ゼ
ネ
コ
ン
や
住
宅
メ
ー
カ
ー

を
相
手
取
り
、
現
場
の
処
遇

改
善
な
ど
の
実
現
に
向
け
た

大
手
企
業
交
渉
が
開
催
さ
れ

る
。
丸
の
内
3
―
2
計
画
で

の
現
場
か
ら
の
告
発
と
、
そ

の
改
善
に
向
け
た
組
合
の
取

り
組
み
か
ら
、
「
現
場
の
こ

と
は
、
現
場
で
働
く
者
に
し

か
わ
か
ら
な
い
、
現
場
か
ら

現
場
を
変
え
よ
う
」
の
取
り

組
み
が
広
が
っ
て
い
る
▼
敵

も
さ
る
も
の
、
一
筋
縄
で
は

い
か
な
い
が
、
現
場
の
仲
間

と
組
合
が
タ
ッ
グ
を
組
ん

で
、
粘
り
強
く
事
実
を
示
し

て
い
く
こ
と
が
カ
ギ
と
な
る

▼
全
国
で
と
り
く
ま
れ
た
1

0
0
万
人
署
名
も
目
標
を
超

過
達
成
し
た
。
建
設
労
働
者

の
処
遇
改
善
、
担
い
手
確
保

に
向
け
た
運
動
も
い
よ
い
よ

大
詰
め
。
こ
の
春
も
多
く
の

仲
間
の
声
を
集
め
現
場
の
改

善
を
進
め
よ
う
。

多
く
の
仲
間
と
連
帯
し
、
賃
金
・
単
価
の
大
幅
引
き
上
げ
と

安
心
し
て
働
け
る
建
設
業
界
を
実
現
す
る
た
め
に
、
組
織
を

大
き
く
強
く
し
よ
う

ご参加いただいたご来賓のみなさん（敬称略）
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3
月
16
日
（
土
）
、
支
部

会
館
5
階
で
第
57
回
女
性
の

会
の
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。来

賓
に
女
性
の
会
担
当
役

員
の
須
賀
副
委
員
長
、
本
部

主
婦
の
会
副
会
長
の
濱
崎
さ

ん
、
板
橋
母
親
大
会
連
絡
会

会
長
の
栗
原
さ
ん
に
も
ご
出

席
い
た
だ
き
、
46
人
の
参
加

で
行
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
昨
年
亡
く
な

ら
れ
た
女
性
の
会
会
員
の
方

々
と
、
能
登
半
島
地
震
で
亡

く
な
ら
れ
た
方
々
に
黙
と
う

を
捧
げ
ま
し
た
。

午
前
中
の
学
習
会
は
、
関

東
大
震
災
か
ら
1
0
0
年
が

過
ぎ
、災
害
に
備
え
よ
う
と
、

板
橋
消
防
署
か
ら
地
域
防
災

担
当
主
任
の
塚
本
さ
ん
を
講

師
に
招
き
、
動
画
や
ス
ラ
イ

ド
で
学
習
し
ま
し
た
。

地
震
に
対
す
る
備
え
や
、

地
震
の
時
の
行
動
を
学
び
、

地
震
が
起
き
た
ら
ま
ず
身
の

安
全
を
と
の
こ
と
で
し
た
。

消
火
器
の
使
い
方
な
ど
も
何

人
か
の
方
が
体
験
さ
れ
、
皆

さ
ん
真
剣
に
聞
き
入
り
質
問

し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
基
調
及
び

経
過
報
告
、
決
算
報
告
、
新

年
度
方
針
、
予
算
案
が
提
案

さ
れ
承
認
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
役
員
選
出
、

年
間
拡
大
表
彰
、
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
続
き
、
久
し
ぶ
り
に
復

興
支
援
ソ
ン
グ「
花
は
咲
く
」

を
合
唱
し
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
！
で
終
了
と
な
り
ま
し

た
。

3
月
24
日
（
日
）
、
支
部

会
館
4
階
で
第
18
回
Ｐ
Ａ
Ｌ

総
会
が
行
わ
れ
、
21
人
の
仲

間
が
参
加
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
「
ひ
と
り
の
声

が
現
場
を
変
え
る
、
み
ん
な

の
声
が
賃
金
・
単
価
を
変
え

る
、
胸
を
張
っ
て
声
を
上
げ

よ
う
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、
昨
年
の
総
括
と
新
年
度

方
針
、新
役
員
が
承
認
さ
れ
、

遠
藤
会
長
か
ら
「
Ｐ
Ａ
Ｌ
の

仲
間
を
増
や
し
て
現
場
か
ら

現
場
を
変
え
る
運
動
を
大
き

く
進
め
よ
う
」
と
決
意
表
明

が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
後
は
、
御
崎
本
部
常

任
中
執
を
講
師
に
「
収
入
と

休
日
の
両
方
が
必
要

だ
か

ら
こ
そ「
根
拠
の
あ
る
請
求
」

を

み
ん
な
で
挙
げ
よ
う

賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
の
声
」

と
題
し
て
学
習
し
、
質
疑
応

答
、
現
場
の
実
態
交
流
で
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

3
月
24
日
（
日
）
、
支
部

会
館
5
階
で
第
23
回
イ
キ
イ

キ
会
の
総
会
が
行
わ
れ
、
41

人
の
仲
間
が
参
加
し
ま
し

た
。今

回
は
お
笑
い
芸
人
の

「
キ
ラ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
」
と

「
い
ち
・
も
く
・
さ
ん
」
の

2
組
を
招
き
学
習
。
悪
徳
商

法
や
特
殊
サ
ギ
に
ご
用
心
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

身
近
な
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
で
困
っ
た
と
き
は
、
消

費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
1
8
8

（
イ
ヤ
ヤ
）
に
電
話
で
相
談

し
ま
し
ょ
う
。
泣
き
寝
入
り

は
ダ
メ
で
す
よ
。
笑
い
の
中

に
役
立
つ
情
報
が
盛
り
込
ま

れ
、
楽
し
い
学
習
が
で
き
ま

し
た
。

笑
い
の
後
は
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
総
会
が
始
ま

り
ま
し
た
。
昨
年
の
経
過
報

告
、
新
年
度
の
方
針
案
、
会

計
報
告
、新
役
員
選
出
な
ど
、

議
事
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
総

会
は
終
了
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
み
な
さ
ん
に

は
、
お
い
し
い
お
弁
当
と
飲

み
物
を
お
持
ち
帰
り
い
た
だ

き
ま
し
た
。

3
人
の
参
加
と
大
変
寂
し

い
総
会
と
な
り
ま
し
た
が
、

経
過
報
告
、
新
年
度
の
方
針

を
提
案
し
、
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
2
0
2
3
年
度
か
ら
新

体
制
と
な
り
、
な
か
な
か
青

年
部
の
結
集
が
進
ま
な
い
状

況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
引
き

続
き
イ
ベ
ン
ト
・
交
流
会
・

学
習
会
と
青
年
層
が
結
集
で

き
る
よ
う
な
企
画
を
考
え
、

実
行
し
て
い
く
こ
と
の
重
要

性
を
再
確
認
す
る
場
と
な
り

ま
し
た
。

総
会
後
は
、
「
一
年
間
お

疲
れ
様
で
し
た
」
「
来
年
度

も
ガ
ン
バ
ロ
ウ
」
の
意
味
を

込
め
て
牛
繁
に
て
交
流
会
を

行
い
ま
し
た
。

遠
藤
会
長
の
音
頭
で
乾
杯

現場から現場を変えようと意思統一

悪
徳
商
法
や
特
殊
サ
ギ
に
つ
い
て
も
学
ん
だ

島田多鶴子

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変ええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
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イキイキ会
事務局長

イ
キ
イ
キ
会
総
会

イ
キ
イ
キ
会
総
会

決意固めたＰＡＬ総会

新役員の皆さん

笑
い
の
中
に
役
立
つ
情
報
が

総会参加のみなさん

青
年
部
総
会
を

開
催
し
ま
し
た

女
性
の
会
総
会

女
性
の
会
総
会

高瀬 佳江

女性の会
会長

久
し
ぶ
り
に
コ
ロ
ナ
禍
前
の

通
常
開
催
で
き
ま
し
た

2
0
2
4
年
3
月
16
日
（
土
）
支
部
会
館

2
0
2
4
年
3
月
16
日
（
土
）
支
部
会
館会議の後は焼肉サイコー

消
火
器
の
使
い
方
も
学
び
ま

し
た



第2752号（第三種郵便物認可）け ん せ つ 北 部2024年4月1日（3）

������������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

����������������������������������������������������� �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

��������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

������������������������� �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

税金対策ニュース 2024年4月 発行：板橋支部税金対策部

定額減税が事業所の負担増に
�減税�という名の事業所泣かせ

インボイス・電子帳簿保存法に続く3重苦
すでに誤解が多い…

1回限りなのに複雑な実務、政治的な�見せかけ�も

所得税3万円
給与天引き・年金の人は源泉徴収で、他の人は来年
の確定申告で
事業所は注意 6月で引ききれない場合は、何ヶ月も繰越して計算・
管理する

住民税1万円
減税を大きく見せかける演出のため、徴収額が増
える人がいる
事業所は注意 5月から8月にかけて毎月、徴収額が変わる

納税額が低い人は自治体から給付金…所得税の分
は来年以降に支給
すでに支給された物価高騰対策の給付金が「定額減税」の額より低か
った人には、追加の給付金

「減税するなら消費税」の声が広がる…
経済効果は「定額減税」の2倍以上

野党が提案する消費税減税を蹴飛ばして、「定額減税」が国会
で可決・成立しました。不正確な報道が相次いでいることもあり、
すでに誤解が組合員や事業所に広がっています。
1回限りなのに複雑な実務は、事業所に負担が押しつけられ、

インボイス、電子帳簿保存法に続く、3重の事務負担増となりま
す。

今回の「定額減税」は、1人4万円と言われていますが、正確
には、2024（Ｒ6）年分の所得税から3万円と住民税から1万円
を減税し、納税額がそれ以下の人にも同等以上の給付金を支給す
ることで、多くの国民に4万円以上の�減税�（または給付）を
行なうものです。
予算は総額5兆円規模で、実施は6月1日以降です。
こう言われれば聞こえは良いのですが、単純に減税するだけで

はないため、かなり複雑で、実施完了まで1年以上かかります。
（4／3現在の内容は右欄）

給与天引きの人は、6月の源泉徴収で反映させますが、6
月で引ききれない場合は7月以降の何ヶ月にもわたって繰越
して計算・管理が求められます。年末調整でも改めて計算し
ます。
年金の人は、給与と同じく源泉徴収で反映されます。一方

で、日雇い給与の人や、請負・外注の人は、来年の確定申告
で反映させますが、予定納税がある方は、まずは予定納税で
反映されます。

住民税は、前年の所得をもとに自治体が税額を通知してき
ますが、その時に反映されます。
1万円だと気付かないので、�減税�を大きく見せかける

演出として、給与天引きの人は、6月分は�徴収なし�とし
ますが、7月以降の11ヶ月で1年分を徴収されるため、7月
以降の徴収額が増える人がいます。
これとは別に「森林環境税」が導入され、1人1千円が増

税となります。「定額減税」は1回限りですが、「森林環境
税」は恒久増税です。

納税額が「定額減税」の額より低い人は、納税額が確定し
た後に、自治体から給付金を支給する、としています。した
がって、所得税の納税額が3万円未満の場合は、2024（Ｒ6）
年分の所得税額が確定する来年3月以降に、給付金が支給さ
れますが、具体的な方法は未定です。
住民税非課税世帯で、物価高騰対策としてすでに支給され

た給付金が、「定額減税」の額より低かった人には、追加の
給付金が支給されます。

専門家からは、「定額減税」と同じ5兆円で消費税減税を
行なった場合は「定額減税」に比べて経済効果が2倍以上、
という試算が示されています。物価高が続く中での、1回限
りの�減税�には、多くの国民や専門家から疑問が出されて
います。

板橋支部で開催!!

6月23日（日） 13時～18時

アスベスト被害は、あらゆる職種の方に及んでいます。
石綿が使用されている建築物等の解体・リフォームの作

業に従事する労働者全員が作業前に受講が必要です。
東京土建一般労働組合 板橋支部 03－3963－5325

※労働安全衛生法では事
業者は危険又は有害な業務
に労働者を従事させる場合
は特別教育を行うよう規定
され、石綿を含む建築物の
解体・改修工事を行う業務
は、労働安全衛生規則によ
り「危険又は有害な業務」
に指定されています。

石綿特別教育

石綿特別教育

【受講資格】
18歳以上の組合員
①受講申請書
②受講料 5，000円
早めに支部事務所へお申

込み下さい
埋まり次第締め切りとな

ります。最終締切は、6月
5日。

・2024年分の所得税を3万円、住民税を1万円減税
・納税額がそれ以下の人にも同等以上の給付金を支給
・実施は6月1日以降

単純な減税ではないため、かなり複雑 実施完了まで1年以上

東上線 中板橋駅 7分
三田線 板橋本町駅 10分

あなたの事業所は対応しましたか？

しっかり学んで、ポイントをおさえて
働きやすい労働環境を一緒に作りましょう

・・義務化とは
必ずしなければ

なりません。
できない言い逃れ
はできません。
違反した場合は、
罰則付きです。
（懲役または罰金）

5月28日（火）夜7時～8時半頃

「働き方改革と労働時間管理」
学習会

「働き方改革と労働時間管理」
学習会

お申し込みは支部事務所まで

労働基準監督署を講師に

◆労働時間の把握
→すでに義務化されています

◆有給休暇
→すでに義務化されています

◆時間外労働の上限規制
→建設事業は4月から義務化

板橋支部会館「あーちぷらざ」
《参加費無料》

正
し
く
は
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応募資格
入 学 金
授 業 料

18 才以上、働きながら学ぶ意欲のある方
3万円
月額 31,000 円（非組合員 48,000 円）教科書・道具代 別途実費
雇用保険加入者は賃金助成制度適用あり

3
月
5
日
、
東
京
の
小
学

生
に
向
け
て
リ
モ
ー
ト
授
業

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
お

取
引
い
た
だ
い
て
い
る
ア
グ

リ
ト
ラ
ス
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
様

か
ら
の
ご
紹
介
で
、
給
食
の

時
間
に
お
米
に
関
す
る
こ
と

を
生
産
者
自
ら
直
接
映
像
を

つ
な
い
で
産
地
か
ら
お
届
け

す
る
と
い
う
企
画
で
す
。

当
日
は
種
も
み
の
準
備
と

肥
料
製
造
工
場
の
2
か
所
を

つ
な
い
で
、
現
場
の
様
子
や

作
業
を
紹
介
し
ま
し
た
。

た
っ
た
5
分
と
は
い
え
、

セ
リ
フ
が
覚
え
ら
れ
な
か
っ

た
り
、
順
序
が
違
っ
て
し
ま

っ
た
り
と
慣
れ
な
い
仕
事
に

ま
い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
4
月
に
小
・
中
学
校

に
新
入
学
の
1
年
生
の
お
子

さ
ん
に
、
ど
け
ん
共
済
会
か

ら
新
入
学
祝
い
と
し
て
、
図

書
カ
ー
ド
5
千
円
分
を
進
呈

し
ま
す
。申
請
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
高
等
学
校
入
学
の

お
子
さ
ん
に
は
、
板
橋
支
部

か
ら
の
祝
い
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。〈

必
要
書
類
〉

小
・
中
学
校

①

申
請
書
（
ど
け
ん
共

済
会
）

②

お
子
さ
ん
の
健
康
保

険
証
の
コ
ピ
ー
（
続
柄
記
載

の
世
帯
全
員
の
住
民
票
で
も

可
能
）

高
校

①

申
請
書
（
板
橋
支
部

独
自
）

②

お
子
さ
ん
の
健
康
保

険
証
の
コ
ピ
ー
（
続
柄
記
載

の
世
帯
全
員
の
住
民
票
で
も

可
能
）

③

身
分
証
明
書
の
コ
ピ

ー
（
高
校
名
・
生
徒
名
が
記

載
さ
れ
た
生
徒
手
帳
な
ど
）

詳
し
く
は
支
部
事
務
所

（
☎
0
3
―
3
9
6
3
―
5

3
2
5
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

①転居して住所が変わった
②家族が増えた
③家族が減った（子どもが就職し
て社会保険に加入したなど）

④事業の形態などが変わった
（「会社を設立した」「従業員を
雇った」など）

このような場合、届け出が必要
になりますので手続きをお願いし
ます。
詳しくは支部事務所へお問い合

わせください。
☎03―3963―5325

求

職

○
大
工

短
期
雇
用
希
望

志
賀
卓
・
徳
丸
分
会
☎
0
9

0
―
2
2
1
0
―
4
4
7
0

／
資
格
な
ど

運
転
免
許
普

通
・
大
型
、
丸
の
こ
・
足
場

求

人

○
建
築
施
工
管
理
技
士
・
土

木
施
工
管
理
技
士
・
電
気
工

事
現
場
管
理

社
員
等
2
人

／
㈱
ハ
タ
未
来
デ
ザ
イ
ン
研

究
所
／
幡
鎌
秀
一
・
前
野
中

台
分
会
☎
0
8
0
―
5
5
7

6
―
4
4
7
3
／
有
資
格
者

※
求
人
・
求
職
の
掲
載
の
お

申
し
込
み
は
支
部
事
務
所
☎

0
3
―
3
9
6
3
―
5
3
2

5
ま
で
。

※日曜健診は午前のみの受付となります。午後はお申込みできませんのでご注意ください。
※オプション健診は有料です。申込時に費用を組合へ納入下さい。分会経由で納入する場合は群会議でお支払いください。

※日曜健診は予約制です。必ず組合へお申し込みください。

日 程 表
2024年4月

機関会議など
書記局会議2時～
社保協幹事会
法律相談

分会長会議・共済審査

中執
2024年5月

機関会議など

書記局会議 四役・常任
憲法集会

拡大執行委員会
発送

書記局会議2時～

組合活動
メーデー

訪問行動

日曜行動・ベルトサンダー講習会

日曜行動

組合活動

納入日

立て看行動

訪問行動日
本部報告
群長学校

水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火

水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

⑧

前立腺がん

1，000円

50歳以上の土建
国保加入者は
無料

⑦

大腸がん

1，000円

40歳以上の土建
国保加入者
基本に含む

⑥

有機溶剤

（キシレン・ト
ルエン・エチル
ベンゼン選択）

1，000円

⑤

じん肺

1，000円

④

骨粗鬆症

2，000円

③

胃がん

（バリウム）

3，000円

50歳以上の土建
国保加入者
無料

②

胃がん

（カメラ）平日
のみ

8，000円

50歳以上の土建
国保加入
3000円

①

基本健診

無料

項目

費用

6月23日（日）
【申込締切】6月3日（月）
【実施場所】小豆沢病院（定員70名）

土建国保に
関する届け出を
お願いします

出
前
授
業

◇平日の健診もご利用ください（予約が必要です）

日曜健康診断のご案内

問い合わせ先／東京土建板橋支部 TEL ０３‐３９６３‐５３２５

5月26日（日）
【申込締切】5月7日（火）
【実施場所】小豆沢病院（定員60名）

新
入
学
祝
い

新
入
学
祝
い

お
子
さ
ん
に
図
書
カ
ー
ド
5
千
円
な
ど

※書記局会議は事務所閉まります

お
き
た
ま
だ
よ
り

お
き
た
ま
だ
よ
り


